
 

 

旭川市江丹別若者の郷活性化策 他都市の取組事例など 

 

Ⅰ．江丹別若者の郷の活性化策について 

 １．地域資源を活かしたレシピ開発について 

 （１）そば味噌 

   そば味噌の作り方や，そば味噌を使ったレシピ自体は，インターネットで多数検索

することができる。このため，味はもちろんであるが，それだけではなく江丹別なら

ではの要素を加えて差別化を図る必要がある。 

  例：そば味噌：麹から作る，江丹別の地元のソバを使用する など 

    レシピ：エタンベツロブスターのピリ辛そば味噌風味 など 

 

 （２）副産物ホエーの活用 

   ホエーを活用したレシピ自体は，インターネットで多数検索できる。（ホエーでバナ

ナパンケーキ，ホエーで豆乳ラッシー，スムージーにホエーも混ぜる など） 

   このため，江丹別ならではのレシピを提案する必要がある。（地場産品試作センター

を活用し，ホエーをソーセージの素材に練り込む等） 

 

 ２．地域資源を活かした体験メニューについて 

 （１）星が奇麗 

   【事例１】自治体が実施主体～親子天文博士（旭川市科学館・サイパル） 

       ・天体望遠鏡の使い方と観測方法を親子で学ぶ。（Ｈ２６実績：６月と９月

に各１回実施） 

       ・天文台を有する自治体が実施主体の例：毎月実施（愛知県尾張旭市など），

夏休み期間（滋賀県長浜市など），冬休み期間（神奈川県藤沢市など） 

   【事例２】大学等研究機関が実施主体～親子天文教室（岐阜大学公開講座） 

       ・参加者が自分で作った天体望遠鏡で天体観測を行う。天体に関する講義

を受講した後，大学設置の望遠鏡も活用し惑星等の観察を行う。 

   【事例３】ＮＰＯ等が実施主体～秋の里山天体観測会 

       ・小中学生とその保護者を対象に，天体観測，木のボールペン作り，ピザ

作りを行い秋の里山を満喫する。H26.9.27 参加料:小中学生 1,500 円,大

人 2,000円  （ＮＰＯ法人メセナ SUN-CLUB学びの森/東広島市 ホームページより） 

 （２）虫捕り 

    全国的に官民とも多数の実施事例あり。 

   【事例１】親子昆虫採集（北見緑のセンター） 

       ・夏休み中に実施。同センターの恒例行事。北網北見文化センターの学芸

員がガイド役を務める。同施設周辺の緑地で実施。無料。 
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   【事例２】昆虫採集（わくわくアドベンチャークラブ・民間団体） 

       ・６月下旬～８月末迄。ミヤマクワガタ採取など。体験所要時間２時間３

０分。体験料金：中学生以上 4,320円，３歳～小学生 3,240円。 

                  （わくわくアドベンチャークラブ／富良野市 ホームページより） 

   【事例３】昆虫採集キャンプ（カブクーワ会津高原・民間企業） 

       ・昆虫採集や自然体験をセットにした宿泊ツアー。日帰りなどメニュー多

数あり。（1泊 2日ｺｰｽ：大人 16,800円，子ども 4～12歳 14,800円，子ど

も 3 歳以下 4,600 円，1 歳以下 1,000 円）／平成 26 年度は昆虫採集キャ

ンプを休止。       （カブクーワ会津高原／南会津町 ホームページより） 

 

 （３）カエデ樹液採取 

   【事例１】メープルシロップ販売（美幌町） 

       ・町内在住者で組織する美幌町樹液研究会が実施主体。毎年春先に限定商

品を美幌観光物産協会で販売。ネット販売有り。（H26年度／800本販売） 

       ・オホーツクメープルシロップ（イタヤカエデ）120ml／1,250円 

       ・びほろメープルシロップ（カラコギカエデ）120ml／1,250円 

   【事例２】カエデ ecoツアー，新商品開発・販売（ＮＰＯ秩父百年の森） 

       ・ＮＰＯ法人の森林を守り育むための取組（森林整備活動，交流活動，環

境教育支援活動，地域活性化事業）の一環として実施。 

       ・カエデ ecoツアー：散策，カエデ樹液料理を楽しむ など 

       ・カエデ樹液プロジェクト：樹液採取，カエデ樹液の活用（飲料やお菓子

など様々な商品開発・販売（サイダー，ゼリー，シロップ等）），地場の

レストランで樹液を活かした料理を提供，樹液をミツバチに与えること

による新たなミツの開発など。 

                    （NPO法人秩父百年の森／秩父市 ホームページより） 

   ※なおカエデオーナー制度を実施している自治体等は存在しない。 

 

 （４）ウチダザリガニ 

   【事例１】漁協による取組～商品化（阿寒湖漁業協同組合） 

       ・鮮魚商品 

        ボイル・ウチダザリガニ（両ツメ）【天然】  （片ツメ）【天然】 

         １kg当たり（20～33尾）1,700円（税別）   1,600円（税別） 

        レシピ 

         ザリガニカルパッチョ，レイク・ロブスターのライスコロッケ 

       ・加工商品 

         レイクロブスタースープ缶 １缶 500円（税別） 



 

 

         ザリガニピースちっぷす（生産終了） 

          阿寒湖漁協と地元菓子メーカーが共同開発した商品 500円（税別） 

                   （阿寒湖漁業協同組合／釧路市阿寒町 ホームページより） 

   【事例２】観光協会による取組～釣り大会（裏磐梯観光協会） 

     観光協会主催で毎年７・８・９月に釣り大会を開催。釣ったザリガニは食べて

しまう。盛況。     （裏磐梯観光協会／福島県北塩原村 ホームページより） 

 

 （５）フットパス 

   【フットパスとは】 

     イギリスを発祥とする“森林や田園地帯，古い町並みなど地域に昔からあるあ

りのままの風景を楽しみながら歩くこと【Foot】ができる小経（こみち）【Path】”

のことです。イギリスではフットパスが国土を網の目のように縫い，国民は積極

的に歩くことを楽しんでいます。近年日本においてもさまざまな地域において，

各々の特徴を生かした魅力的なフットパスが整備されています。 

                       （日本フットパス協会 ホームページより） 

   【道内の主なフットパスコース】 

   （道北）宗谷丘陵フットパス，サロベツフットパス，びえい白銀温泉遊歩道 など 

   （道央）深川フットパス，洞爺湖フットパス，ウヨロ川フットパス など 

   （道東）十勝川温泉フットパス，根室フットパス など 

   （道南）大沼公園散策路，奥尻島フットパス など 

 

 （６）冬のかんじきウォーク（スノートレッキング） 

    江丹別峠では，市内外の民間の山岳ガイド等がスノートレッキングツアー企画し

ている。 

   【事例】札幌の山岳ガイドによる日帰りツアー 

      ・ガイド料金 10,000円＋その他所費 

       札幌～高速利用～江丹別峠 登山口～登り約２ｈ 全４～５ｈ 

       ～下山後 温泉入浴～帰札幌 

                 （山岳ガイドオフィスＴＡＫＴ／札幌市 ホームページより） 

 

 （７）スノーモービル等の発着場・拠点施設とする（市営牧場・周辺農地も活用） 

    ～別紙のとおり 

 

 ３．その他 

  ・イチイ並木 ～別紙のとおり 


